
様式２
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目標値

実績値実績値

―---― 目標値目標値 目標値
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実績値
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達成率
(%)

目標値

0.0%

Ｈ２４：目標

―---―
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―---―

（政策目標への効果）

減少している

施　策　指　標（単位）
①
施
策
の
達
成
状
況

市民生活の情報化の推進

30.1%

56.7%

本市のブロードバンド回線利用に占める光ファイ
バーの割合(％)

平成１９年３月に策定した｢第２次宇都宮地域情報化計画｣に基づき，情報化施策の推進を図っているが，情報
通信技術が急速に進展し，市民ニーズも多様化・高度化していることから，情報化を活用したまちづくり推進
や市民サービスの向上などへの対応がより一層求められている。

Ａ292,135

（千円）

　
　
⑤
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
課
題
の
抽
出

施設予約システムの対象施設拡大や新たな電子申請サービス（講座イベント申込等）の掘り起こしなど，市
民サービス向上のため，今後とも，システム拡充に向けた取組を継続する。継続Ａ4,422

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針
事業の
方向性

実績値

｢第2次宇都宮地域情報化計画｣に基づき，公共施設予約システムや公共施設案内地図システムの導入など，施策を構成す
る事業は順調に進んでいる。市民の施策に対する重要度は低い状況にあるが，ICTは市民生活に欠かせないものとなって
いることから，市民の利便性向上のための施策を充実していく必要がある。今後とも，市民向けシステム拡充や新規事業
の掘り起こしなど，ICTを利活用した市民サービス向上に資する取組を一層推進していくこと。

実績値 実績値

252

対　　象　　者
開始
年度

目標値 目標値

Ｈ１９ Ｈ２０

公共施設予約システムのサービス対
象数(部屋数等)(延べ数)
※空状況照会を含む

208,646

2,628

地域情報化計画の推進及び推進組織の運営
市民・企業・行政

7,539

Ｈ4
3 4

担当課

担当課
12,125

184

9

地理情報システムを活用した個別シ
ステムの構築数(延べ数)

7 9

施策を取巻く
環境

再掲

№ 事　　　業　　　名

2

４　施策を構成する事務事業一覧

地理情報システムの整備
市民・企業・行政

●

3

4

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

施策目標

②市民の
施策満足度

④
施
策
の
評
価

達成度

有効性

（単年度目標）

日常生活において，ICTが有効に利活用され。市民の利便性が高まっています。

不十分な事業が
一部ある

（90％以上） （70％～90％未満）

●

各事業は，それぞれ計画どおり進捗しており，概ね目標値をクリアしている。●

実績値

効率性

施策名

担当課 情報政策課

①総合計画
　政策の柱

都市のさまざまな活動を支える都市基盤
の機能と質を高めるため

②政策名
（基本施策名）

高度情報化の恩恵を享受できる環境づく
りを推進する

③取組の
　基本方向

｢高度情報化社会の恩恵を享受できる環境づくりを推進する｣ため，日常生活での利便性の向上のた
めの｢市民生活の情報化の推進｣，地域での企業活動の活発化のための｢地域産業の情報化の推進｣に
重点的に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

市民や地域の企業が，ICT(情報通信技術)を利活用し，より良
い日常生活を送り，より活発な企業活動を展開しています。

Ｈ１９：基準 Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

27.3

（70%未満）

増加している 横ばい

達成していない達成している 概ね達成

ＩCＴ(情報通信技術)を活用した行政サービスの向上に対する期待はより一層高まって
いる。

不十分な事業が
複数ある

③市民の
施策重要度 十分である

必要性

（事務事業の進捗）

（住民・社会ニーズ）

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

市民の日常生活においてＩＣＴが有効に利活用され，利便性が向上できるよう，｢第２次宇都宮地域情報化計画｣に基づき，事業を着実に実施するととも
に，新たな市民サービスの向上に資する情報化施策事業の掘り起こしを行うなど，内容充実に向けた取組を進めることにより，継続的に本市の地域情報化
を推進していく。

公共施設予約システムや公共施設案内地図システムの稼動，内部管理システムの構築な
ど，市民サービスの向上，行政事務の効率化に向けた取組を展開しており，期待通り効
果を上げている。

● 十分である
やや不十分であ
る

②政策評価
会議意見

各事業における情報化に係る取組は，ほぼ目標どおり実施されている。
行政事務の高度化・迅速化，市民の利便性向上を図るため，今後も行政のさま
ざまな分野でＩCＴ（情報通信技術）をより一層活用していくことが必要であ
る。

不十分である
説
明

説
明

本市の情報化の指針である｢第２次宇都宮地域情報化計画｣に基づき，各事業における情
報化に係る取組は，計画どおり進められている。

説
明

説
明

事業費 事業費 優先度

Ｈ２０Ｈ１９

（千円）

1
汎用受付システムの活用促進

市民・企業・行政 Ｈ18
172

平成２２年１０月に全面稼働ができるよう，内部管理システム全体の構築に向けて，開発を継続する。

担当課 情報政策課 172 252

継続行政 Ｈ18
担当課 情報政策課

26 38

情報政策課 2 3

情報政策課 7
H11

内部管理システムの構築

756

広報紙とともに市政情報を住民に伝える重要な手段として，即時性・利便性を確保しながら，今後とも，よ
り一層の内容充実を図る。

本市の地域情報化を効果的に推進するため，情報化施策事業の適切な進行管理や市民生活・地域産業の情報
化に寄与する施策事業の掘り起こし等が重要であることから，今後とも効果的な会議開催等の適切な運営を
継続する。

168

756

担当課 広報広聴課 756
継続

施　策　事　業　費　合　計 218,981 308,866

756
ホームページ更新回数

市ホームページによる広報事業
市民 Ｈ９

行政事務のさらなる高度化・効率化に向けて地理情報システムの充実を図るとともに，より市民生活に役立
つ情報が提供できるよう，安全・安心に係る情報（災害箇所や工事箇所等）の提供について検討するなど，
今後とも，システム拡充に向けた取組を継続する。

活　動　指　標　等

宇都宮地域情報化推進本部会議開催
数(専門会議の開催を含む) 継続

継続B

B

26 38
構築する業務システム数(延べ数)


